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［スタイル・マスター２　見出し連動編］Wordミニマル・クエスチョン
作成：飯富


1. スタイル・マスター編コンセプト

(1) スタイル利用こそ、Wordの正しい活用方法。
(2) ここでは、スタイル設定の方法およびアウトラインレベルを理解し、スタイル・見出しの正しい活用方法を身につける。
(3) HMDのオプションをよく確認し、スタイル利用の本道である「見出し連動型」のリストを理解する。

[image: ]Word Tips　見だし連動型リストを使う。
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【大原則】
「見出し連動型リスト」のすごいところは、たったワンクリックで、見出し1～4スタイルとリストレベル1～4を結びつけてファミリーを形成してしまうことである。（スタイルとリストHMDの結びつきを一発で作ってしまう。）
本来は、Wordでややこしいのはリスト層の適用であるが、「見出し連動型」にすると、HMDでカスタマイズを行うだけで、「スタイル設定」として採用され、リスト適用時も「スタイル適用」というやりやすい手法によって、リストONにしていくことができる。→HMDは比較的扱いやすい。

もともと、１文書の中で「リストのファミリー」は、多々形成できた（ルールが全然違うファミリーをいくつも形成できる。「切断」を思い出そう。）のだが、
「見出し連動型リスト」は特殊であり、１文書において、１ファミリーしか設定できない文書内でもっとも偉いファミリー。（中央集権の政府のような存在）。
つまりユニーク（唯一）な存在。

なぜユニークかというと、「見出し１」「見出し２」「見出し３」というスタイルは１つのWordファイルにおいて、それぞれユニークな独自の存在であり、ここと結びつくリストスタイルはそれぞれ１つずつしか設定できないからである。（各「見出し」はユニーク性あり！）
※見出し１が、１つのファイル内でいろんなリストスタイルになったりしない！
（例：見出し１＝A.○○となったり、見出し１＝問１．○○となったりしないように、１つの「見出し１」スタイルに、２つのリストスタイルを設定できない。）

2. ミニマル・クエスチョン

＜まずは「見出し連動型リスト」をONにして、各見出しと各リストレベルの対応結びつきを確認＞
問1. 上記の「1. スタイル編コンセプト」と「2.ミニマル・クエスチョン」に、下記の「見出し連動型リスト」を設定しなさい。そのとき、画面上部のリボンにおける「見出し１スタイル」や「見出し２スタイル」のビジュアルがどのような変化をするか確認しなさい。
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＜見出し連動スタイルにおいて、リスト層は必ずHMDでカスタマイズ＞
問2. 「スタイル・マスター編コンセプト」の（ア）（イ）（ウ）を「見出し２」と設定しなさい。その後、リストのHMDを行い、（ア）（イ）（ウ）を(i) (ii)(iii)に置き換えなさい。


[image: ]Word Tips
※見出し1「適用」のショートカット：Alt＋Ctrl＋１
[image: ]Word Tips
※見出し２「適用」のショートカット：Alt＋Ctrl＋２

見出し連動型リストでは、リスト層の設定値は、HMDでカスタマイズを行うだけで、「スタイル設定」として採用される。（「更新」や「変更」というスタイル設定の際のボタンを押さなくてよい！）


＜見出し連動スタイルにおいて、インデントは必ずHMDでカスタマイズ＞
問3. 「見出し連動型リスト」においては、インデントマーカーを触っていけないというルールがあるため、HMDの画面で必ずインデント設定を掛ける。HMDの画面で「見出し１」の「１行目インデント」を5字分、「ぶら下げインデント」を10字分設定をかけなさい。（HMDインデントは、少しやりづらいのだが、単位は「◯字」と入力していく。（※漢字をWordが理解することはすごい））
[image: ]「１行目インデント」ここで調節
「ぶら下げインデント」はここで調節
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※箇条書き部分のインデントは、ルーラーにある「インデントマーカー」を触るとエラーが出るため、必ず「HMD」から触ることを強く推奨する。
※インデントマーカーを触るという行為は、「段落層」にアプローチしている。
※HMDインデントは、「リスト層」にアプローチしている。
※同じ「インデント」という単語であっても２つの階層で扱えてしまうため「バッティングを起こし破損しやすい」。リストON時のインデントの結論は、「リスト層（HMD）で扱えばうまくいく。」となる。


[bookmark: _GoBack]結論の図
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